
清
洲
代
官 

澤
園
兵
衛
重
格
二
百
年
祭



目
　
次

口
絵  

　
　
4

二
百
年
祭
記
念
式
典 

 
 

13

　
経
過
報
告
と
ご
挨
拶
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
　
憲
政 

　
14

   

記
念
式
典
に
臨
ん
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
澤
　
國
生 

　
18

澤
君
遺
愛
碑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
　
正
夫 

 

23

　
原
文  

　
24

　
書
き
下
し
文  

　
26

　
現
代
語
訳  

　
28

澤
園
兵
衛
覚
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
澤
柳
　
倫
太
郎
　
　
　
　
33

　
没
後
二
百
年
経
た
今
も
住
民
に
尊
敬
さ
れ
て
い
る
清
洲
代
官 

澤
園
兵
衛

　
　
　 

一
　
生
立
ち 

 

34

 

二
　
天
明
の
農
政
改
革 

 

36

 

三
　
澤
園
兵
衛
清
洲
代
官 

 

41

 

四
　
澤
園
兵
衛
清
洲
代
官
の
功
績 

 

44

 

五
　
そ
の
後 

 

51

 

六
　
澤
園
社
、
番
神
祠
、
頌
徳
碑
の
建
立 

 

53

 

七
　
子
孫
は
四
代
歯
科
医
師 

 

57

 

参
考
文
献 

 

61

 

澤
家
系
図 

 

63



45

澤園兵衛重格陣頭指揮旗（横85㎝ 縦66㎝）【52頁】

頌徳碑　「澤君遺愛碑」【54頁】

（北面） （西面）（東面）



67

澤園兵衛の位牌を安置する経蔵寺（平和町須ヶ谷郷）【52頁】

塩江神社（中野宮町）に建立された澤園社【53頁】

大福寺（儀長町）に建立された番神祠【53頁】

土地改良前の須ヶ谷川【48頁】

護岸整備された現在の須ヶ谷川【48頁】



89

澤祭り（150年祭 昭和34年）

挨拶する12代澤重孝

近年の澤祭り

（昭和61年）

（平成18年）



1011

澤祭り（200年祭 平成21年）

大治太鼓

焼香 200年祭記念碑除幕

餅投げ



12

二
百
年
祭
記
念
式
典

       
二
〇
〇
九
年
十
月
十
八
日（
日
）

一 

開
会
の
辞
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来
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介
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事
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憲
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経
過
報
告
と
ご
挨
拶

実
行
委
員
長
　
木
村
　
憲
政

　
本
日
は
、
稲
沢
市
長
様
を
初
め
来
賓
の
皆
様
方
に
は
公
私
共
々
お
忙
し
い
中
、
澤
様
二
百
年
祭
に

御
臨
席
を
賜
り
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
又
、
本
日
ま
で
ご
準
備
を
頂
き
ま
し
た
役
員
、
組
長
、

年
行
事
の
方
々
、
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。
無
事
、
本
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
、

感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
こ
ま
で
に
至
り
ま
す
経
過
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
と
、
平
成
十
八
年
十
月
に
須
ヶ
谷
区
総
会
で

五
年
前
迄
の
区
長
と
現
評
議
員
四
名
で
役
員
を
作
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
そ
の
後
第
一
回
の
実
行
委

14

員
会
を
開
催
し
て
、
会
長
、
副
会
長
、
会
計
、
書
記
の
選
任
を
行
い
、
委
員
長
に
織
田
美
喜
男
さ
ん

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
同
時
に
石
碑
の
改
修
を
行
う
こ
と
を
決
め
、
平
成
十
九
年
三
月
の
部
落
総
会

で
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
準
備
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
が
、
今
年
五
月
に
入
り
織
田
美
喜
男
さ
ん
よ
り
健
康
上
の
理

由
か
ら
委
員
長
辞
職
の
申
し
出
が
あ
り
、
当
時
副
会
長
で
あ
っ
た
私
が
委
員
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
か
ら
そ
の
後
九
回
の
役
員
会
を
行
い
、
準
備
を
進
め
て
参
り
本
日
に
至
っ
て

お
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
今
回
の
澤
様
二
百
年
祭
に
あ
た
り
、
私
が
子
供
の
頃
に
祖
母
か
ら
聞
い
た
話
を
思
い
出

し
ま
す
。
十
月
の
澤
様
の
供
養
の
日
が
近
づ
く
と
、
澤
様
と
い
う
お
方
は
命
が
け
で
須
ヶ
谷
川
を

作
っ
た
の
だ
と
い
う
話
を
毎
年
聞
い
て
い
ま
し
た
。
今
年
は
澤
様
が
亡
く
な
っ
て
二
百
年
に
当
た
り
、

二
百
年
祭
の
準
備
を
す
る
過
程
に
お
い
て
当
時
の
こ
と
を
色
々
と
調
べ
る
事
と
な
り
、
新
し
い
発
見

15 二百年祭記念式典



も
あ
り
ま
し
た
。

　
昔
、
こ
の
地
域
の
十
七
ヶ
村
は
、
低
湿
地
の
た
め
毎
年
大
雨
の
度
に
浸
水
し
、
年
貢
米
す
ら
出
す

の
が
困
難
な
時
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
こ
の
為
、
尾
張
藩
に
排
水
の
工
事
を
申
し
立
て
て
も
多
額
の

費
用
の
か
か
る
治
水
事
業
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
か
し
、
今
か
ら
二
百
二
十
四
年
前
の
天
明
五
年
四
月
清
洲
の
代
官
に
赴
任
し
た
澤
園
兵
衛
重
格

は
、
こ
の
地
を
巡
回
し
て
初
め
て
窮
状
を
知
り
ま
し
た
。
代
官
は
こ
の
余
り
の
悲
惨
な
状
態
に
心
を

痛
め
て
、
二
年
後
切
腹
を
覚
悟
の
上
で
上
司
の
勘
定
奉
行
水
野
千
之
右
衛
門
に
懇
願
し
、
今
ま
で
川

が
無
か
っ
た
所
を
新
た
に
開
鑿
し
、
十
一
年
の
歳
月
を
要
し
こ
の
治
水
事
業
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

こ
の
間
下
流
の
村
々
か
ら
の
苦
情
等
を
調
整
し
、
苦
難
の
末
こ
の
治
水
工
事
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

こ
れ
が
須
ヶ
谷
川
で
す
。

　
昭
和
四
十
年
代
に
土
地
改
良
事
業
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
為
、
今
で
は
排
水
ポ
ン
プ
も
整
備
さ

16

れ
大
雨
が
降
っ
て
も
浸
水
し
な
い
地
域
に
な
り
ま
し
た
。
又
、
下
流
域
は
桜
づ
つ
み
が
出
来
、
憩
い
の

場
に
な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
も
当
時
の
治
水
事
業
の
お
か
げ
で
は
な
い
か
と
確
信
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
困
っ
た
人
を
助
け
、
地
域
の
発
展
に
貢
献
な
さ
る
澤
様
の
人
生
は
私
達
の
良
い
お
手
本

と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
最
後
に
、
澤
様
の
命
日
で
あ
る
十
月
に
二
百
年
に
亘
っ
て
供
養
を
続
け
て
頂
い
た
先
輩
の
皆
様
、

須
ヶ
谷
区
民
の
皆
様
に
は
、
大
変
感
銘
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
皆
様
に
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

17 二百年祭記念式典
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さ
い
ま
し
た
。

　
昭
和
三
十
四
年
十
月
五
日
の
大
祭
の
九
日
前
、
あ
の
忌
ま
わ
し
い
伊
勢
湾
台
風
が
猛
威
を
ふ
る
い
、

こ
の
地
方
に
も
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
そ
の
為
止
む
を
得
ず
残
念
乍
ら
用
意
さ
れ
て
い

た
百
五
十
年
祭
も
そ
の
規
模
を
縮
小
し
て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
亡
き
父
重
孝
は
生
前
に
百
年
祭
と
百
五
十
年
祭
の
二
度
の
大
祭
に
出
席
す
る
事
が
出
来
た
と
大
い

に
喜
ん
で
、
そ
の
三
年
後
に
他
界
致
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
以
後
一
年
た
り
と
も
欠
か
す
こ
と
な
く
毎
年
十
月
に
は
こ
の
澤
祭
り
を
挙
行
し
て
頂
き
、
連

綿
と
し
て
供
養
を
し
て
頂
い
て
い
る
こ
の
あ
り
得
べ
か
ら
ざ
る
稀
有
な
る
事
実
に
、
澤
家
ゆ
か
り
の

者
は
云
う
に
及
ば
ず
、
こ
れ
迄
の
先
祖
の
者
達
が
ど
ん
な
に
か
草
葉
の
影
で
涙
し
喜
ん
で
い
て
く
れ

て
居
り
ま
す
こ
と
か
。
そ
れ
を
思
い
ま
す
時
、
今
改
め
て
感
謝
と
感
激
が
犇
々
と
胸
に
迫
っ
て
参
り

ま
す
。

二百年祭記念式典

　
記
念
式
典
に
臨
ん
で

澤
家
第
十
三
代
当
主
　
　
澤
　
國
生

　
此
度
、
私
共
の
六
代
目
の
先
祖
澤
園
兵
衛
重
格
の
二
百
周
年
の
供
養
と
そ
れ
に
ち
な
ん
で
の
催
し

を
盛
大
に
挙
行
し
て
頂
け
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
澤
家
縁
り
の
者
を
代
表
致
し
ま
し
て
、
お
礼
の
挨

拶
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
想
い
起
し
ま
す
る
に
、
昭
和
三
十
二
年
の
秋
、
当
時
の
須
ヶ
谷
村
の
区
長
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
木

村
通
様
と
役
員
の
方
々
が
、
態
々
私
共
の
家
を
探
し
当
て
て
訪
問
さ
れ
ま
し
て
、
先
の
第
二
次
世
界

大
戦
の
為
に
し
ば
ら
く
途
絶
え
て
い
た
澤
祭
を
復
活
さ
せ
た
い
と
、
そ
し
て
昭
和
三
十
四
年
が
丁
度

澤
園
兵
衛
重
格
の
百
五
十
周
忌
に
当
た
る
の
で
、
一
つ
盛
大
に
祭
を
開
催
し
た
い
旨
、
申
し
出
て
下
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こ
の
五
十
年
半
世
紀
の
間
、
須
ヶ
谷
の
本
当
に
多
く
の
方
々
の
顔
が
、
そ
し
て
更
に
今
は
亡
き
人
々

の
顔
が
め
く
る
め
く
想
い
浮
ん
で
参
り
ま
す
。
木
村
通
様
、
木
村
守
様
、
木
村
善
男
様
、
木
村
靜
男
様
、

経
蔵
寺
の
先
代
の
住
職
様
、
そ
う
し
た
人
々
お
一
人
お
一
人
に
今
無
性
に
お
会
い
し
た
い
‼
今
一
度
、

叶
う
こ
と
な
ら
会
っ
て
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
‼
そ
の
思
い
に
こ
の
身
が
の
た
う
つ
焦
燥
に
駆
ら
れ

て
な
り
ま
せ
ん
。

　
ご
承
知
の
よ
う
に
六
代
目
澤
園
兵
衛
重
格
は
清
州
の
代
官
と
し
て
、
た
か
だ
か
百
五
十
石
の
下
級

武
士
で
し
た
が
、
毎
年
、
全
く
年
貢
が
納
ま
ら
な
い
為
、
不
審
に
思
い
領
内
巡
視
の
折
、
こ
の
須
ヶ

谷
村
を
筆
頭
に
十
七
ヶ
村
の
余
り
に
も
甚
だ
し
い
慘
状
に
心
を
痛
め
上
司
に
進
言
し
、
切
腹
を
覚
悟

の
上
で
、
向
う
何
年
間
年
貢
を
取
り
立
て
な
い
よ
う
願
い
出
る
一
方
、
私
財
を
投
じ
て
自
ら
陣
頭
指

揮
に
立
っ
て
、
木
曽
川
の
支
流
で
あ
る
、
日
光
川
、
三
宅
川
、
天
王
川
の
治
水
灌
漑
に
盡
力
し
十
三

年
の
歳
月
を
要
し
て
完
遂
さ
せ
ま
し
た
。
代
官
と
し
て
の
平
均
三
年
の
任
期
の
実
に
四
倍
も
の
長
期

の
難
工
事
と
接
渉
も
艱
難
辛
苦
も
辛
つ
と
報
い
ら
れ
、
こ
れ
迄
毎
年
の
よ
う
に
洪
水
に
悩
ま
さ
れ
稗

と
粟
し
か
食
せ
な
か
っ
た
こ
の
地
に
米
が
生
産
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
功
績
を
讃
え
、
遺
徳
を
し
の
ん
で
、
十
七
ヶ
村
の
村
人
が
毎
年
「
澤
祭
」
と
し
て
供
養

を
し
て
頂
き
、
二
百
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　
義
理
も
人
情
も
地
に
墜
ち
て
昨
日
の
恩
す
ら
忘
れ
ら
れ
勝
ち
な
昨
今
、
実
に
二
百
年
も
の
間
、
風

雪
に
さ
ら
さ
れ
乍
ら
、
殆
ん
ど
口
伝
え
で
語
り
継
が
れ
延
々
と
一
個
人
の
霊
を
毎
年
こ
の
よ
う
に
供

養
し
て
頂
い
て
い
る
現
実
が
、
今
の
日
本
に
、
い
や
世
界
に
ど
れ
だ
け
在
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
他
に
類
を
見
な
い
、
連
綿
と
続
け
ら
れ
る
毎
年
の
行
事
に
、
ず
っ
と
続
け
て
頂
い
て
い
る
と
い
う

こ
の
現
実
に
、
ど
れ
程
私
共
澤
家
の
縁
あ
る
者
供
、
等
し
く
感
謝
し
て
居
り
ま
す
こ
と
か
・
・
・
。

二百年祭記念式典
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百
五
十
年
祭
と
二
百
年
祭
の
二
度
の
大
祭
に
お
招
き
を
受
け
ま
し
た
今
、
こ
の
喜
び
と
感
動
を
胸
奥

に
抱
き
、
こ
の
心
の
故
郷
に
、
そ
し
て
貴
い
お
志
し
に
、
如
何
よ
う
に
し
て
報
い
て
い
く
べ
き
や
、
肝

胆
を
砕
く
べ
く
、
心
新
た
に
お
誓
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
二
百
年
祭
を
催
し
て
頂
く
に
当
り
、
早
い
時
期
か
ら
準
備
し
設
営
し

て
下
さ
い
ま
し
た
木
村
憲
政
実
行
委
員
長
様
を
初
め
二
十
五
名
の
役
員
の
方
々
、
ご
来
賓
の
方
々
、
そ

し
て
須
ヶ
谷
の
方
々
、
お
一
人
お
一
人
に
深
甚
な
る
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
し
ま
し
て
、
お
礼
の
詞
と

致
し
ま
す
。澤

君
遺
愛
碑

文
学
博
士
　
森
　
正
夫

名
古
屋
大
学
名
誉
教
授

愛
知
県
立
大
学
名
誉
教
授

澤　國生

妻・美月
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澤
君
遺
愛
碑
　
原
文

済
時
之
功
遠
矣
哉
。
所
以
利
物
興
邑
也
。
沢
君
之
為
清
州
令
也
、
初

儀
長
部
落
十
七
村
、
其
土
卑
湿
、 

畎
澮
渟
淤
、
流
之
天
王
川
、
塞
而

不
通
。
雖
改
鑿
日
光
川
利
之
、
水
害
乃
除
、
而
三
宅
之
川
、
窄
不
受

水
、
毎
大
雨
、
淹
没
田
廬
、
民
甚
苦
之
。
天
明
七
年
、
君
乃
案
行
河
道
、

巡
視
水
勢
、
広
而
導
之
、
通
而
得
行
、
十
七
村
始
得
蘇
息
。
須
个
谷

六
村
、
亦
其
部
落
也
。
最
卑
湿
如
谷
、
毎
年
五
穀
不
登
。
君
深
憂
之
、

流
諸
村
黄
汚
之
水
於
清
兵
衛
新
田
。
民
大
悦
、
年
輸
官
租
、
熙
熙
矣
。

実
寛
政
十
年
也
。
於
是
為
君
建
番
神
祠
儀
長
村
大
福
寺
後
山
、
年
八

月
晦
日
、
羅
拝
享
祀
。
今
又
将
立
石
須
个
谷
村
、
紀
其
功
徳
、
亦
奕

世
不
忘
。
以
後
人
人
聞
之
、
歎
曰
、
是
古
之
遺
愛
也
。
故
依
其
言
、

以
誌
之
云
。
君
姓
澤
、
名
重
格
、
字
園
兵
衛
。
銘
曰
、

　
　
　
没
数
十
年
、
事
猶
在
目
、

　
　
　
愛
之
在
心
、
豈
有
終
極
。

　
　
　
　
　
文
政
十
一
年
戊
子
十
月
　
　
秦
鼎
述
、
杉
山
延
書

澤君遺愛碑
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書
き
下
し
文

時
を
済す
く

う
の
功
は
遠
は
る
か
な
る
か
な
、
物
を
利
し
邑く
に

を
興お
こ

す
所ゆ
え
ん以
な
れ
ば
な
り
。

澤
君
の
清
州
の
令
為た

る
や
、
初
め
儀
長
部
落
の
十
七
村
、
其
の
土
は
卑ひ
し
つ湿
に
し
て

畎け
ん
か
い澮
は
渟て
い
お淤
す
れ
ば
、
之こ
れ

を
天
王
川
に
流
さ
ん
と
す
る
も
、
塞ふ
さ

が
れ
て
通
じ
ず
。
日

光
川
を
改か
い
さ
く鑿
し
て
之
を
利
し
、
水
害
は
乃
す
な
わ
ち
除
か
る
る
と
雖
い
え
ど
も
、
而し
か

れ
ど
も
三
宅
の

川
は
窄せ
ま

く
し
て
水
を
受
け
ず
、
大
い
に
雨
ふ
る
毎ご
と

に
、
田で
ん
ろ廬
を
淹え
ん
ぼ
つ没
し
、
民
は
甚
だ

之
に
苦
し
む
。

天
明
七
年
、
君
は
乃
す
な
わ
ち
河
道
を
案
行
し
、
水
勢
を
巡
視
し
、
広
げ
て
之
を
導
き
、
通

じ
て
行
く
を
得
し
む
れ
ば
、
十
七
村
、
始
め
て
蘇そ
そ
く息

す
る
を
得
た
り
。

須
ケ
谷
六
村
も
、
亦ま

た
其
の
部
落
な
り
。
最
も
卑
湿
に
し
て
谷
の
如
く
、
年
毎
に
五

穀
登み
の

ら
ず
。
君
、
深
く
之
を
憂
い
、
諸
村
の
黄
汚
の
水
を
清
兵
衛
新
田
に
流
す
。
民

は
大
い
に
悦
び
、
年
ご
と
に
官
租
を
輸
し
、
熙き

き熙
た
り
。
実
に
寛
政
十
年
な
り
。

是こ
こ

に
於
い
て
君
の
為
に
番
神
祠
を
儀
長
村
大
福
寺
の
後
山
に
建
て
、
年
ご
と
に
八
月

晦み
そ
か日
、
羅ら
は
い拝
し
享き
ょ
う
し祀
す
。
今
又
将ま
さ

に
石
を
須
ケ
谷
村
に
立
て
、
其
の
功
徳
を
紀し
る

し
、

亦
た
奕え
き
せ
い世
忘
れ
ざ
ら
し
め
ん
と
す
。
以
後
、
人
び
と
之
を
聞
き
て
、
歎
じ
て
曰
く
、

是
れ
古
の
遺
愛
な
り
と
。
故
に
其
の
言
に
依
り
て
、
以
て
之
を
誌し
る

す
と
云
う
。
君
は

姓
は
澤
、
名
は
重
格
、
字
は
園
兵
衛
な
り
。
銘
に
曰
く
、

　
　
　
没
す
る
こ
と
数
十
年
、
事
は
猶な
お

目
に
在
り
、

　
　
　
愛
を
之こ
れ

心
に
在
ら
し
め
ば
、
豈あ
に

終
し
ゅ
う
き
ょ
く
極
有
ら
ん
や
。

　
　
　
　
　
文
政
十
一
年
戊ぼ

し子
十
月
　
　
秦は

た
か
な
え鼎

述し
る

し
、
杉
山
延 

書
く
。

澤君遺愛碑
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現
代
語
訳

　
　
　
澤
君
遺
愛
碑
（
澤
様
の
遺
さ
れ
た
仁
愛
の
碑
）

　
時
代
の
苦
し
み
を
救
済
す
る
と
い
う
功
績
は
何
と
広
く
大
き
い
こ
と
だ
ろ
う
、
す

べ
て
の
も
の
の
た
め
に
役
に
立
ち
国
（
地
域
）
を
振
興
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　
澤
様
が
清
洲
の
代
官
（
天
明
五
年
―
寛
政
十
一
年
、
１
７
８
５
―
１
７
９
９
）
で

あ
ら
れ
た
際
、
そ
の
当
初
、
儀
長
（
稲
沢
市
儀
長
町
）
地
区
の
十
七
の
村
で
は
、
土

地
が
低
湿
で
田
ん
ぼ
の
水
路
は
泥
で
埋
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
泥
を
天
王
川
に
流
そ
う

と
し
て
も
塞
が
れ
て
い
て
詰つ
ま

っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。〔
西
側
の
〕
日
光
川
を
堀
り
直
し

て
そ
こ
を
使
い
、
水
害
は
除
去
で
き
た
の
だ
が
、〔
東
側
の
〕
三
宅
川
が
狭
く
て
水
を

受
け
つ
け
ず
、
大
雨
が
降
る
ご
と
に
田
ん
ぼ
や
家
は
水
没
す
る
有
様
で
、
人
民
は
と

て
も
苦
し
ん
で
い
た
。

　
天
明
七
年
（
１
７
８
７
）、
澤
様
は
、
こ
れ
ら
の
河
道
に
沿
っ
て
〔
現
地
に
〕
赴
き
、

河
勢
を
巡
察
し
て
、
水
路
を
拡
大
し
て
導
水
を
可
能
に
し
た
の
で
、
十
七
の
村
は
、

は
じ
め
て
甦
よ
み
が
える
こ
と
が
で
き
た
。

　〔
こ
の
時
〕
須
ケ
谷
方
面
の
六
つ
の
村
も
、
儀
長
地
区
に
属
し
て
い
た
。
土
地
は
最

も
低
湿
で
、
谷
底
の
よ
う
で
あ
り
、
毎
年
穀
物
の
出
来
が
悪
か
っ
た
。
澤
様
は
こ
の

こ
と
を
深
く
憂
慮
し
、
こ
れ
ら
の
村
々
の
黄
色
く
汚
れ
た
水
を
、
清
兵
衛
新
田
〔
方
面
〕

に
流
し
た
。
人
民
は
大
い
に
喜
び
、
毎
年
年
貢
を
納
め
、
嬉
々
と
し
て
い
た
。
実
に

寛
政
十
年
（
１
７
９
８
）
の
こ
と
で
あ
る
。

澤君遺愛碑
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そ
こ
で
、
澤
様
の
た
め
に
、
儀
長
地
区
の
大
福
寺
の
裏
山
に
神
社
を
建
て
、
毎
年

八
月
の
最
後
の
日
に
は
並
ん
で
礼
拝
し
澤
様
を
祭
っ
た
。
今
、
ま
た
石
碑
を
須
ケ
谷

村
に
建
て
、
そ
の
業
績
と
遺
徳
を
記
し
、
亦ま

た
代
々
忘
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
た
。

今
後
人
々
が
こ
の
こ
と
を
聞
け
ば
、
感
嘆
し
て
、
こ
れ
ぞ
昔
の
人
の
遺
し
た
仁
愛
と

い
う
も
の
だ
と
言
う
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
村
人
の
話
（
要
請
）
に
基
づ
い
て
こ
の
こ

と
を
記
し
て
お
く
。
澤
様
は
、
名
は
重
格
。
通
称
は
園
兵
衛
で
あ
る
。
銘
（
昔
人
の

遺
愛
な
ど
を
記
す
文
）
と
し
て
記
す
。

　
　
　
亡
く
な
っ
て
か
ら
数
十
年
、

　
　
　
お
仕
事
は
い
ま
だ
目
の
前
に
あ
る
よ
う
だ
。

　
　
　
こ
の
遺
愛
を
我
々
の
心
に
刻
め
ば
、

　
　
　
ど
う
し
て
尽
き
果
て
る
こ
と
な
ど
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
文
政
十
一
年
（
１
８
２
８
）
戊ぼ

し子
の
歳
十
月

　
　
　
　
　
秦
は
た
か
な
え
鼎
（
尾
張
藩
の
高
名
な
学
者
）
が
記
す
。

　
　
　
　
　
杉
山
延
が
書
く
。

澤君遺愛碑
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没
後
二
百
年
経
た
今
も
住
民
に
尊
敬
さ
れ
て
い
る

  

清
洲
代
官 
澤
園
兵
衛

　
一 

生
立
ち

　
澤さ
わ

園そ

の

べ

い

兵
衛
は
、
尾
張
藩
士
の
父
、
澤
家
五
代
目
庄
太
夫
重
清
の
長
男
と
し
て
名
古
屋
城
下
の
伊
勢

町
で
出
生
し
た
。
幼
名
を
仙
之
助
、
そ
の
後
、
曾
平
、
長
じ
て
園
兵
衛
重じ

ゅ
う
か
く
格
と
称
し
た
。
澤
家
六
代

目
と
し
て
宝
暦
元
年
（
１
７
５
１
）
七
月
、
家
督
百
五
十
石
を
相
続
し
、
石
川
伊
賀
守
に
属
し
て
砲

術
を
も
っ
て
仕
え
た
。

　
園
兵
衛
の
父
庄
太
夫
は
水
野
彦
四
郎
の
次
男
で
、
澤
家
四
代
目
園
右
衛
門
の
養
子
と
な
っ
た
人
で

あ
る
。
水
野
家
は
刈
谷
城
主
水
野
信
元
、
徳
川
家
康
の
実
母
於お

だ
い大
の
方か
た

に
つ
な
が
る
家
柄
で
あ
る
。

　
澤
家
の
初
代
庄
太
夫
は
、
尾
張
清
洲
城
主
松
平
忠た
だ
よ
し吉
（
徳
川
家
康
四
男
）
に
仕
え
、
家
禄
は
二
百

石
で
あ
っ
た
。
澤
家
は
初
代
庄
太
夫
の
字

あ
ざ
な
や
名
に
「
重
」
の
字
の
人
が
多
い
。

　
慶
長
十
二
年
（
１
６
０
７
）
城
主
忠
吉
は
病
の
た
め
死
去
。
夫
人
は
井
伊
直
政
の
娘
だ
っ
た
が
子

供
が
無
く
、
家
康
の
九
男
義
直
が
甲
斐
国
か
ら
入
府
し
、
尾
張
徳
川
家
の
始
祖
と
な
っ
た
。
忠
吉
の

家
臣
の
多
く
は
義
直
に
仕
え
た
。
澤
家
は
代
々
尾
張
藩
主
に
仕
え
、
明
治
維
新
を
迎
え
て
い
る
。

　
初
代
庄
太
夫
が
関
ヶ
原
の
戦
い
で
勇
戦
し
た
血
塗
り
の
鎧
よ
ろ
い
か
ぶ
と
冑
や
刀
剣
五
～
六
十
振
り
、
古
文
書
な

ど
が
、昭
和
二
十
年
（
１
９
４
５
）
三
月
二
十
五
日
の
名
古
屋
大
空
襲
で
家
屋
と
共
に
焼
失
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
園
兵
衛
の
生
ま
れ
た
年
月
日
や
清
洲
代
官
に
な
る
ま
で
の
経
歴
な
ど
は
、
判

明
し
て
い
な
い
。

澤園兵衛覚書
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二 
天
明
の
農
政
改
革

　
宝
暦
十
一
年
（
１
７
６
１
）
第
九
代
尾
張
藩
主
と
な
っ
た
宗む
ね
ち
か睦
は
、
藩
主
自
ら
節
約
の
範
を
示
し
、

朝
夕
の
食
膳
は
一
汁
三
菜
と
し
、
近
侍
者
の
衣
服
も
華
美
の
も
の
を
差
し
止
め
た
。
藩
主
の
経
費
削

減
と
風
紀
厳
正
へ
の
熱
意
は
藩
庁
の
空
気
を
引
き
締
め
た
。

　
七
代
藩
主
宗
春
の
と
っ
た
消
費
積
極
政
策
は
、
城
下
の
繁
栄
に
も
か
か
わ
ら
ず
家
臣
の
窮
乏
を
ま

ね
い
た
。

　
藩
政
を
改
革
す
る
に
は
、倹
約
に
よ
る
支
出
を
押
さ
え
る
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
、税
収
入
（
年
貢
）

の
増
加
を
図
る
こ
と
が
急
務
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
農
政
を
改
革
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で

宗
睦
は
、
水
野
千せ

ん
の
う
え
も
ん

之
右
衛
門
、
人ひ
と
み見
弥や

う

え

も

ん

右
衛
門
ら
の
能
吏
を
登
用
し
て
「
天
明
の
農
政
改
革
」
と
よ

ば
れ
る
、
次
の
改
革
を
推
進
さ
せ
た
。

　（
一
） 

治
水
事
業

　
天
明
の
改
革
の
第
一
は
、米
の
増
産
な
ど
農
業
振
興
の
基
礎
と
な
る
治
水
事
業
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

庄
内
川
の
分
水
（
新
川
の
開
削
）
や
日
光
川
、
五
条
川
、
三
宅
川
の
改
修
工
事
で
あ
る
。

　
そ
の
頃
の
大
洪
水
の
被
害
を
見
て
み
る
。

　
明
和
四
年
（
１
７
６
７
）
七
月
、
味
鋺
、
比
良
、
大
野
木
な
ど
の
庄
内
川
右
岸
と
矢
田
川
左
岸
の

猪
子
石
で
破
堤
（
堤
防
の
決
壊
）
し
、
浸
水
は
名
古
屋
城
下
の
幅
下
ま
で
お
よ
び
、
長
母
寺
の
南
を

流
れ
る
矢
田
川
は
山
津
波
に
よ
っ
て
長
母
寺
の
北
へ
流
れ
を
変
え
冠
水
し
た
。
こ
の
た
め
、
庄
内
川

右
岸
の
如
意
村
は
水
害
を
恐
れ
集
落
の
一
部
を
北
へ
移
し
た
と
い
う
。

　
安
永
八
年
（
１
７
７
９
）
七
月
に
は
、
庄
内
川
右
岸
と
五
条
川
左
岸
が
破
堤
し
、
翌
８
月
に
も
庄

内
川
が
上
条
、
志
段
味
、
味
鋺
、
比
良
、
大
野
木
で
破
堤
し
て
東
は
木
津
川
、
西
は
五
条
川
、
南
は

小
田
井
堤
、
北
は
小
牧
に
至
る
ま
で
一
面
海
の
よ
う
に
な
り
、
冠
水
は
家
々
の
棟
に
ま
で
達
し
た
と

澤園兵衛覚書
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い
う
。

　
こ
う
し
た
災
害
に
、
藩
庁
内
部
で
も
治
水
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
人
が
い
た
。
と
く
に
水
野

千
之
右
衛
門
は
、
宝
暦
十
二
年
（
１
７
６
２
）
に
庄
内
川
の
分
水
、
五
条
川
の
瀬
違
い
、
日
光
川
の

塩
入
れ
の
三
か
条
に
つ
い
て
建
白
書
を
提
出
し
た
。
そ
の
後
、
彼
は
勘
定
奉
行
に
昇
進
し
、
そ
の
間

に
も
、
庄
内
川
の
分
水
工
事
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
て
い
た
が
、
工
事
費
が
莫
大
で
、
企
画
を
実
行

す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。

　
民
政
に
積
極
的
な
藩
主
宗
睦
は
、
安
永
八
年
の
庄
内
川
の
大
水
害
の
直
後
、
庄
内
川
の
工
事
を
決

断
し
、
勘
定
奉
行
の
水
野
千
之
右
衛
門
と
用
人
の
人
見
弥
右
衛
門
に
そ
の
担
当
を
命
じ
た
。

　
水
野
は
普
請
奉
行
を
兼
務
し
て
こ
の
工
事
を
推
進
し
た
。
水
源
の
比
良
村
か
ら
海
辺
に
至
る
ま
で
、

二
百
ヵ
所
以
上
で
同
時
に
着
手
し
た
。
こ
れ
は
、
は
じ
め
小
額
の
見
積
書
を
提
出
し
て
許
可
を
得
て

い
た
た
め
で
あ
る
。
天
明
四
年
（
１
７
８
４
）
水
野
は
、
切
腹
覚
悟
で
工
事
に
着
手
し
た
。

　
工
事
の
大
部
分
の
地
域
は
、
清
洲
代
官
の
支
配
区
域
で
あ
り
、
澤
清
洲
代
官
は
工
事
の
陣
頭
指
揮

に
当
た
っ
た
。
清
洲
代
官
に
つ
い
て
は
、
次
の
所
付
代
官
の
項
で
述
べ
る
。

　
工
事
費
見
積
の
過
少
は
、
工
事
進
行
中
に
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
藩
主
宗
睦
は
、
完
成
ま
で
工
事

を
続
け
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
竣
工
後
、
水
野
に
免
職
、
閉
門
・
隠
居
を
命
じ
た
。
し
か
し
一
年
後
、

岐
阜
奉
行
を
命
ぜ
ら
れ
、
の
ち
、
国
奉
行
、
普
請
奉
行
に
再
任
さ
れ
、
小
普
請
頭
に
栄
進
し
た
。

　
天
明
七
年
（
１
７
８
７
）
に
庄
内
川
の
工
事
は
完
成
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
庄
内
川
流
域
は
そ

の
後
数
十
年
間
に
わ
た
っ
て
大
規
模
な
洪
水
か
ら
免
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　（
二
）
所
付
代
官
の
設
置

　
農
政
改
革
の
第
二
は
、
所

と
こ
ろ
つ
き付
代
官
の
設
置
で
あ
る
。

　
天
明
元
年
（
１
７
８
１
）
に
火
災
で
焼
失
し
た
国
奉
行
所
が
新
築
さ
れ
た
。
こ
れ
を
機
会
に
国
奉

行
の
改
革
が
行
な
わ
れ
た
。

澤園兵衛覚書
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国
奉
行
は
、
そ
の
下
の
郡
奉
行
が
地
方
支
配
を
行
な
っ
て
い
た
が
、
自
ら
支
配
地
へ
赴
く
こ
と
な

く
必
要
に
応
じ
手
代
を
村
々
に
派
遣
し
、
事
務
を
処
理
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
地
方
支
配
は
農
政
に

慣
れ
た
手
代
任
せ
に
な
っ
て
い
た
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
郡
奉
行
の
職
務
を
廃
止
し
、
そ
れ
を
代
官
の
職
務
と
し
た
。
同
時
に
領
内

の
要
所
に
代
官
所
（
陣
屋
）
を
配
置
し
、
代
官
を
そ
こ
に
常
駐
さ
せ
て
直
接
執
務
に
当
た
る
こ
と
と

し
た
。
所
付
代
官
の
制
度
で
あ
る
。

　
代
官
所
の
設
置
は
、
天
明
元
年
九
月
、
佐
屋
・
北
方
・
水
野
に
、
翌
二
年
四
月
に
、
鳴
海
・
小
牧
・

鵜
多
須
・
太
田
・
円
城
寺
に
、
同
三
年
八
月
に
は
神
守
・
横
須
賀
・
上
有
地
・
清
洲
に
設
け
て
十
二

と
な
っ
た
が
、同
五
年
十
月
に
円
城
寺
、享
和
三
年
（
１
８
０
３
）
に
は
神
守
代
官
所
が
廃
止
さ
れ
た
。

享
和
以
後
変
更
が
な
く
幕
末
に
至
っ
て
い
る
。

　
三 

澤
園
兵
衛
清
洲
代
官

　
天
明
三
年
（
１
７
８
３
）
八
月
に
、
清
洲
代
官
が
置
か
れ
た
こ
と
は
前
述
し
た
。

　
澤
　
園
兵
衛
は
、
天
明
五
年
四
月
、
第
二
代
の
清
洲
代
官
に
任
命
さ
れ
た
。

　
代
官
の
職
務
は
、
直
接
農
民
に
接
し
、
徴
税
、
土
木
、
警
察
、
裁
判
そ
の
ほ
か
民
治
全
般
を
つ
か

さ
ど
り
、
そ
の
施
策
が
藩
政
に
与
え
る
影
響
は
大
き
か
っ
た
。

　
澤
清
洲
代
官
は
、
家
禄
百
五
十
石
の
ほ
か
、
職
録
は
七
五
俵
で
あ
っ
た
。
澤
代
官
の
も
と
に
、
そ

の
下
役
人
は
、
手
代
七
人
、
足
軽
（
同
心
）
三
人
、
小
使
三
人
の
十
三
人
が
詰
め
て
お
り
、
担
当
事

務
を
処
理
し
た
。
執
務
時
間
は
、
毎
日
四
つ
（
午
前
十
時
）
か
ら
八
つ
（
午
後
二
時
）
迄
で
あ
っ
た
。

た
だ
し
、
強
盗
、
殺
人
、
放
火
、
そ
の
ほ
か
緊
急
の
事
案
に
は
昼
夜
の
別
な
く
受
理
し
処
理
し
た
。

　
支
配
区
域
は
、
尾
張
国
中
島
郡
、
春
日
井
郡
、
海
東
郡
の
一
部
に
わ
た
る
百
八
十
四
カ
村
を
含

む
広
大
な
地
域
で
あ
っ
た
。
支
配
高
は
、
十
四
万
七
千
四
百
五
四
石
で
あ
る
。
名
古
屋
の
大
代
官

澤園兵衛覚書
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十
六
万
余
石
に
つ
ぐ
第
二
位
で
、
第
三
位
の
小
牧
代
官

九
万
七
千
石
を
大
き
く
引
き
離
し
て
い
る
。

　
代
官
所
は
陣
屋
と
も
言
い
、
所
在
地
は
春
日
井
郡
落

合
村（
現
　
清
須
市
春
日
町
）
に
あ
っ
た
。
敷
地
は
六

反
四
畝
余（
六
，
四
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
）
と
か
な
り

広
か
っ
た
。
こ
の
中
に
陣
屋
の
ほ
か
、
代
官
、
手
代
、

同
心
の
居
住
す
る
屋
敷
も
設
け
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、

そ
の
付
近
に
は
村
役
人
や
農
民
が
出
頭
し
た
さ
い
の
宿

泊
、
休
憩
、
文
書
作
成
な
ど
の
便
宜
を
図
る「
郷

ご
う
し
ゅ
く宿
」

が
お
か
れ
た
。

澤園兵衛覚書
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四
　
澤
園
兵
衛
清
洲
代
官
の
功
績

　
澤
代
官
の
在
任
期
間
十
三
年
四
ヶ
月
の
う
ち
、
そ
の
殆
ん
ど
治
水
事
業
に
身
を
投
じ
て
い
る
。
そ

の
功
績
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　（
一
） 

天
明
の
治
水
工
事

　
天
明
の
農
政
改
革
で
あ
る
庄
内
川
の
分
水
（
新
川
の
開
削
）、
日
光
川
、
五
条
川
、
三
宅
川
な
ど
の

大
規
模
な
治
水
工
事
は
、
天
明
四
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
前
述
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
工
事
区
域
の
大
部
分
は
、
清
洲
代
官
の
支
配
区
域
で
あ
り
、
澤
代
官
は
着
任
早
々
か
ら

工
事
の
陣
頭
指
揮
に
当
た
っ
た
。
藩
主
宗
睦
は
天
明
五
年
四
月
、
庄
内
川
分
水
な
ど
の
治
水
工
事
現

場
を
視
察
し
、
澤
代
官
ら
を
激
励
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
工
事
は
、
天
明
七
年
（
１
７
８
７
）
に
完
成
し
た
。
翌
年
六
月
に
発
生
し
た
大
洪
水
に

被
害
が
無
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
同
年
八
月
、
新
川
沿
線
の
各
村
の
庄
屋
は
歓
喜
し
、
澤
代
官
に
感
謝

の
書
状
を
送
っ
て
い
る
。
そ
の
書
状
は
、
現
在
、
清
洲
市
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

澤園兵衛覚書

庄屋から澤代官への感謝の書状（丹羽十郎氏所蔵）
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書状の内容（新川町誌より引用）

乍
恐
奉
申
上
候
口
上
之
覚

今
般
御
川
堀
御
普
請
被
成
下
候
処
、
去
来
五
月
二
十
九
日
（
天
明
七
年
）
大
雨
に
而
、
右
之
夜
庄
内
川

枇
杷
島
橋
に
而
五
合
四
勺
、
新
川
に
而
四
合
程
合
而
九
合
余
之
大
水
に
御
座
候
得
共
、
当
村
々
平
生
体

に
而
出
水
之
騒
も
無
御
座
罷
在
、
依
之
乍
恐
奉
存
候
に
者
、
二
十
二
年
以
前
（
明
和
四
年
）
亥
之
七
月

七
合
六
勺
出
水
に
而
比
良
村
・
大
野
木
村
堤
切
と
相
成
、
土
器
野
新
田
並
に
西
堀
江
村
萱
津
堤
海
東
郡

海
西
郡
へ
切
込
、
家
屋
は
勿
論
其
数
も
不
相
知
候
程
溺
死
人
御
座
候
而
、
依
之
乍
恐
是
を
勘
考
仕
候
に
、

去
夏
（
天
明
八
年
）
九
合
余
の
出
水
に
而
者
決
而
諸
方
の
堤
も
難
持
堪
切
込
候
は
ば
、
数
万
之
人
々
溺

死
可
仕
候
処
、
今
般
二
川
に
被
為
遊
候
に
付
、
其
翌
日
よ
り
平
年
之
通
り
水
場
之
村
々
農
業
相
勤
、
殊

之
外
万
民
安
堵
仕
り
、
殊
に
当
年
も
六
月
朔
日
出
水
枇
杷
島
に
而
四
合
四
勺
新
川
に
而
三
合
五
勺
程
合

而
八
合
程
之
大
水
に
御
座
候
得
共
、
先
年
之
通
り
に
御
座
候
は
ば
此
輪
中
之
者
共
家
居
等
も
甚
難
渋
可

仕
候
処
、
御
蔭
を
以
平
生
体
に
不
相
替
農
業
を
相
勤
候
義
、
益
々
御
上
之
莫
大
之
御
物
被
為
入
、
広
大

之
御
恩
沢
を
奉
仰
難
有
大
慶
奉
存
候
。
別
而
今
般
御
普
請
御
懸
り
之
御
役
人
様
方
御
出
精
之
御
下
知
に

依
而
、
早
速
御
普
請
成
就
仕
、
是
迚
も
御
上
之
慈
悲
と
難
有
奉
存
候
。
然
に
二
十
二
年
以
前
亥
年
は
、

右
申
上
候
通
之
凶
年
に
而
者
御
座
候
得
共
、
諸
人
貯
等
も
有
之
、
殊
に
諸
邑
下
値
故
、
左
而
己
難
渋
之

筋
相
見
え
不
申
候
処
、
去
年
来
之
儀
は
往
古
よ
り
□
に
、
名
義
不
及
穀
類
高
値
に
付
万
民
必
然
与
□
命

候
程
難
儀
仕
候
処
、
此
節
諸
方
之
堤
切
候
は
ば
助
命
仕
候
者
御
座
在
間
敷
候
様
に
奉
存
候
。

然
上
は
御
国
中
無
限
御
□
□
奉
存
、
恐
を
も
不
顧
右
水
場
之
男
女
老
少
一
同
に
御
礼
奉
申
上
候

　
以
上

　
　
　
　
　
　
天
明
八
年
申
八
月

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九

之

坪

村
　
　
　
善

四

郎

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平

田

村
　
　
　
七

右

衛

門

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田

中

村
　
　
　
半

四

郎

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺

野

村
　
　
　
林

　
　
　
蔵

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
須

ヶ

口

村
　
　
　
茂

兵

衛

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西

堀

江

村
　
　
　
庄

左

衛

門

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
助

七

新

田
　
　
　
九
郎
右
衛
門

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
場
塚
新
田

　
　
　
小

平

治

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿

原

村
　
　
　
市
郎
右
衛
門

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
器
野
新
田

　
　
　
源

右

ヱ

門

　
　
　
沢
園
兵
衛
様
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　（
二
） 

須す

か

た

に

ヶ
谷
川
の
治
水
工
事

 

　
尾
張
地
方
は
木
曽
川
を
主
軸
と
す
る
多
く
の
川
の
氾
濫
に
よ
っ
て
で
き
た
所
で
、
と
く
に
、
日
光

川
と
三
宅
川
に
挟
ま
れ
た
地
帯
は
、
低
湿
地
で
排
水
が
悪
く
、
雨
の
度
に
水
害
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
。

と
く
に
、
須
ヶ
谷
村
（
現
　
稲
沢
市
平
和
町
須
ヶ
谷
郷
）
は
、
雨
が
降
る
と
海
の
よ
う
に
な
る
こ
と

か
ら
今
も
、「
青あ

お
か
い海
」
と
い
う
地
名
や
「
鯰
な
ま
ず
い
け
池
」、「
平
池
」、「
上
沼
」、「
下
沼
」
の
地
名
が
残
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
地
域
は
、
水
害
で
米
の
収
穫
が
少
な
く
、
農
民
の
生
活
は
貧
窮
を
極
め
、
ひ
え
や
粟
が

主
食
で
あ
っ
た
と
い
う
。
須
ヶ
谷
村
に
は
嫁
に
や
る
な
と
他
村
の
人
々
に
言
わ
れ
た
難
渋
地
域
で
あ
っ

た
。

　
農
民
は
、
代
官
所
に
し
ば
し
ば
河
川
の
改
修
を
願
い
出
て
い
た
。
尾
張
藩
は
、
前
述
の
と
お
り
庄

内
川
の
開
削
な
ど
の
工
事
で
大
金
を
費
や
し
て
お
り
、
こ
の
地
域
の
工
事
に
ま
で
、
費
用
が
回
ら
な

か
っ
た
の
が
実
情
で
あ
っ
た
。

　
着
任
し
た
澤
代
官
は
、
農
民
の
願
い
出
に
官
内
の
実
状
を
詳
し
く
視
察
し
た
と
こ
ろ
、
年
貢
を
納

め
る
の
は
困
難
と
分
か
っ
た
。
信
任
を
得
て
い
る
勘
定
奉
行
の
水
野
千
之
右
衛
門
に
切
腹
覚
悟
で
年

貢
の
軽
減
と
費
用
に
つ
い
て
話
し
を
つ
け
、天
明
七
年
（
１
７
８
７
）
須
ヶ
谷
川
の
工
事
に
着
手
し
た
。

途
中
で
費
用
が
不
足
に
な
る
と
、
澤
代
官
は
自
分
の
米
蔵
を
開
き
、
私
財
を
投
げ
打
っ
て
費
用
に
あ

て
た
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
河
川
の
上
流
と
下
流
の
利
害
関
係
が
生
じ
る
と
、
他
の
代
官
と
の
支
配
地
域
の
入
り
こ

ん
だ
関
係
を
調
整
し
つ
つ
大
変
な
苦
労
を
重
ね
て
工
事
の
遂
行
に
あ
た
っ
た
。

　
こ
う
し
て
須
ヶ
谷
川
か
ら
新
た
な
川
を
掘
っ
て
日
光
川
に
流
し
、
三
宅
川
を
掘
り
広
げ
排
水
を
良

く
す
る
な
ど
の
工
事
に
明
け
暮
れ
る
毎
日
で
あ
っ
た
。

　
寛
政
十
年
（
１
７
９
８
）
に
、
十
一
年
の
歳
月
を
要
し
た
難
工
事
は
完
成
し
た
。

澤園兵衛覚書
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澤
清
洲
代
官
の
在
任
期
間
十
三
年
四
ヶ
月
と
い
う
の
は
、
尾
張
藩

の
代
官
の
う
ち
最
長
で
あ
っ
た
。
在
任
の
す
べ
て
の
期
間
を
治
水
事

業
に
従
事
し
た
の
で
あ
る
。

　
後
に
、
澤
代
官
の
孫
　
澤
家
八
代
目
猶な
お
の
じ
ょ
う

之
丞
重し
げ
き
よ清
は
、
天
保
四
年

（
１
８
３
３
）、
尊
敬
す
る
祖
父
澤
代
官
の
上
司
で
あ
り
、
彼
の
治
水

の
師
で
も
あ
る
水
野
千
之
右
衛
門
の
治
水
論
を
ま
と
め
た
「
珉び

ん
さ
ん山
先

生
治
水
伝
」（
珉
山
と
は
水
野
千
之
右
衛
門
の
号
）
を
著
し
て
い
る
。

　
猶
之
丞
は
、勘
定
奉
行
吟
味
役
、御
書
院
番
奥
詰
、長
囲
炉
裏
御
番
、

熱
田
奉
行
改
役
、
御
書
院
番
な
ど
の
役
職
を
歴
任
し
た
。
彼
は
本も

と
お
り居

宣の
り
な
が長
派
の
重
鎮
で
あ
る
桑
名
の
富と
が
し樫
広ひ
ろ
か
げ蔭
の
弟
子
で
も
あ
り
、国
学
、

詩
歌
に
優
れ
、
多
く
の
書
を
著
し
て
い
る
。

五
　
そ
の
後

　
澤
清
洲
代
官
は
、
須
ケ
谷
の
工
事
が
終
了
し
た
寛
政
十
年
（
１
７
９
８
）
八
月
十
三
日
、
鳴
海
代

官
に
栄
転
し
て
い
る
（「
尾
州
代
官
人
名
録
」、「
尾
張
藩
公
法
史
の
研
究
」
３
４
０
頁
参
照
）。

　
澤
鳴
海
代
官
の
職
録
は
百
五
十
石
で
あ
る
。
当
時
、
名
古
屋
の
大
代
官
と
鳴
海
代
官
が
百
五
十
石
、

そ
の
ほ
か
の
代
官
が
七
十
五
俵
で
あ
る
こ
と
か
ら
職
録
は
最
高
位
で
あ
っ
た
。

　
澤
代
官
は
、
寛
政
十
一
年
五
月
二
十
六
日
、
わ
ず
か
九
ヶ
月
の
在
任
で
鳴
海
代
官
を
辞
任
し
た
。

清
洲
代
官
時
代
の
長
年
の
疲
れ
か
ら
の
病
気
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
鳴
海
代
官
辞
任
後
、
十
年
を
経
た
文
化
六
年
（
１
８
０
９
）
十
月
五
日
に
亡
く
な
っ
た
。

　
澤
代
官
は
た
え
ず
農
民
の
た
め
に
、
全
身
全
霊
で
治
水
事
業
に
一
生
を
捧
げ
た
人
で
あ
っ
た
。
戒

名
は
、
重
格
院
如
庸
道
安
居
士
　
菩
提
寺
の
大
須
阿
弥
陀
寺
に
祀
ら
れ
て
い
る
。

　
村
々
の
農
民
は
、
そ
の
徳
を
た
た
え
大
恩
あ
る
澤
代
官
の
十
月
の
命
日
に
は
「
澤
祭
り
」
と
称
し

澤園兵衛覚書

斉藤　弥平 天明 3年（1783）～ 天明 5年（1785）
澤　園兵衛 天明 5年（1785）～ 寛政10年（1798）
岡　勝右衛門 寛政10年（1798）～ 享和 3年（1803）
鈴木　仙蔵 文化 3年（1806）～ 文化 9年（1812）
小山　七郎兵衛 文化 9年（1812）～ 文化11年（1814）
石川　小兵衛 文化11年（1814）～ 文政 1年（1818）
鈴木　彦助 文政 1年（1818）～ 文政 2年（1819）
朝田　藤三郎 文政 2年（1819）～ 文政 8年（1825）

表  清洲代官の任期（8代目までを抜粋）
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盛
大
な
提
灯
祭
り
を
行
な
っ
た
。

　
須
ケ
谷
の
経
蔵
寺
に
、
澤
代
官
の
位
牌
と
治
水

事
業
の
際
使
用
し
た
清
洲
代
官
澤
園
兵
衛
重
格
陣

頭
指
揮
旗
（
横
８
５
㎝
×
縦
６
６
㎝
）
が
保
存
さ

れ
て
い
る
。

　
六 

澤
園
社
、
番
神
祠
、
頌
徳
碑
の
建
立

　（
一
）
澤さ
わ
そ
の
し
ゃ

園
社
、
番
ば
ん
じ
ん
ほ
こ
ら

神
祠
の
建
立

　
寛
政
五
年
（
１
７
９
３
）
十
一
月
、
中
島
郡
中
野
村
を
は
じ
め
八
カ
村
の
農
民
は
、
大
恩
人
の
澤

代
官
の
徳
を
た
た
え
、
永
く
後
世
に
残
す
た
め
中
野
村
の
塩
江
神
社
（
現
　
稲
沢
市
中
野
宮
町
）
境

内
に
、
澤
代
官
を
祭
神
と
す
る
「
澤
園
社
」
を
　
建
立
し
た
（
塩
江
神
社
資
料
）。

　
寛
政
五
年
と
い
え
ば
澤
代
官
は
生
存
中
で
あ
り
、
治
水
工
事
は
完
成
し
て
お
ら
ず
、
澤
代
官
以
下

工
事
従
事
者
の
安
全
と
治
水
工
事
の
早
期
完
成
を
願
っ
て
澤
園
社
を
建
立
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

工
事
完
了
後
、
農
民
ら
は
儀
長
村
の
大
福
寺
に
澤
代
官
を
祭
神
と
す
る
「
番
神
祠
」
を
建
立
し
、
毎

年
旧
暦
の
八
月
一
七
日
の
命
日
に
提
灯
祭
り
を
行
っ
て
い
た
が
、
現
在
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

澤園兵衛覚書

澤園兵衛重格陣頭指揮旗を見る木村通氏、澤重孝氏・國生氏（昭和34年）
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　（
二
）
頌し
ょ
う
と
く
ひ

徳
碑
の
建
立
　

　
毎
年
豊
か
な
米
作
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
須
ヶ
谷
村
を
は
じ
め
村
々
の
農
民
は
、
澤
代
官
へ

の
感
謝
と
そ
の
徳
を
称
え
大
恩
を
後
世
に
伝
え
よ
う
と
、
頌
徳
碑
を
建
て
る
こ
と
を
計
画
し
た
。

　
二
十
回
忌
の
文
政
十
一
年(

１
８
２
８)

、
難
工
事
の
中
心
で
あ
っ
た
須
ヶ
谷
に
あ
る
尼
寺
の
林
香

庵
に
、
多
く
の
農
民
の
浄
財
に
よ
る
立
派
な

｢

澤
君
遺
愛
之
碑｣

を
建
立
し
た
。
碑
は
、
儒
学
者
秦は
た

鼎か
な
えの
撰
文
で
あ
る
。
秦
鼎
は
、
寛
政
二
年
三
十
歳
の
と
き
、
藩
主
宗
睦
に
学
才
を
認
め
ら
れ
、
藩
校

明
倫
堂
教
授
に
抜
擢
さ
れ
た
人
で
あ
る
。

　
碑
文
に
は
、
澤
代
官
に
よ
っ
て
、
儀
長
村
を
は
じ
め
一
七
か
村
が
水
害
よ
り
救
わ
れ
、
そ
の
な
か

で
も
低
湿
地
の
須
ヶ
谷
村
六
か
村
も
救
わ
れ
た
こ
と
が
、
詳
し
く
刻
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
碑
は
、
稲

沢
市
平
和
町
須
ヶ
谷
郷
の
八
幡
神
社
境
内
に
移
さ
れ
、
現
存
し
て
い
る
。

　（
三
）
須す

か

た

に

ヶ
谷
地
区
の
澤
ま
つ
り

　
須
ヶ
谷
村
の
農
民
は
、
毎
年
収
穫
し
た
新
米
を
大
八
車
に
乗
せ
、
一
日
が
か
り
で
名
古
屋
城
下
の

澤
代
官
の
子
孫
に
「
澤
さ
ま
に
お
供
え
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
贈
り
届
け
て
い
た
。
そ
れ
も
江
戸

時
代
か
ら
太
平
洋
戦
争
中
の
昭
和
十
八
年
（
１
９
４
３
）
頃
ま
で
続
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
澤
代
官
の
十
月
の
命
日
に
須
ヶ
谷
村
の
農
民
は
、「
年ね
ん
ぎ
ょ
う
じ

行
事
」
と
い
う
「
役や
く
（
ご
供
養
当
番
）」
を
決
め
、

長
年
、
ご
供
養
を
行
な
っ
て
き
た
。
現
在
も
「
澤
ま
つ
り
」
と
称
し
、
碑
の
前
に
澤
代
官
の
位
牌
と

澤
園
兵
衛
旗
を
並
べ
仏
式
に
よ
る
ご
供
養
を
行
な
っ
て
い
る
。

　
昭
和
三
十
四
年
（
１
９
５
９
）、
伊
勢
湾
台
風
で
須
ヶ
谷
で
も
甚
大
な
被
害
が
出
て
い
る
の
に
係
わ

ら
ず
、
九
日
後
の
十
月
五
日
、
澤
代
官
百
五
十
年
祭
を
行
な
っ
た
。
そ
の
際
、
澤
家
か
ら
「
澤
園
社
」

と
染
め
抜
ぬ
い
た
大
き
な
幟

の
ぼ
り

一
対
が
寄
付
さ
れ
、
そ
れ
以
後
、
毎
年
十
月
の
澤
ま
つ
り
に
幟
を
立
て

て
い
る
。

澤園兵衛覚書
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平
成
二
一
年
（
２
０
０
９
）
十
月
十
八
日
、
須
ヶ
谷
地
区
で
は
、
澤
代
官
没
後
二
百
年
を
記
念
し

て
「
二
百
年
祭
」
を
盛
大
に
行
っ
た
。

　
木
村
憲
政
委
員
長
は
、
筆
者
に
、

「
澤
さ
ま
は
、
長
年
、
須
ヶ
谷
川
の
治
水
事
業
に
命
が
け
で
お
骨
折
り
さ
れ
た
神
様
で
す
。
須
ヶ
谷
の

人
が
生
活
で
き
る
の
は
澤
さ
ま
の
お
か
げ
で
す
。
澤
さ
ま
の
ご
供
養
を
少
し
で
も
さ
せ
て
頂
き
た
い

と
い
う
想
い
で
実
施
し
た
次
第
で
す
」
と
語
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
澤
代
官
と
農
民
と
の
血
の
通
っ
た
関
係
が
、
二
百
年
余
経
た
現
在
も
続
け
ら
れ

て
い
る
。

　
澤
祭
り
が
、
今
後
も
末
永
く
続
く
こ
と
を
祈
念
し
て
や
ま
な
い
。

　
七 

子
孫
は
四
代
歯
科
医
師

　
明
治
維
新
後
の
澤
家
の
子
孫
は
、
四
代
に
わ
た
っ
て
歯
科
医
師
で
あ
る
。
し
か
も
四
人
と
も
東
京

歯
科
大
学
（
東
京
歯
科
医
専
）
の
出
身
で
あ
る
。

○
　
澤
家
十
一
代
の
猶な
お
た
ろ
う

太
郎
氏
は
、
明
治
元
年
四
月
父
重し
げ
ふ
さ房
氏
の
長
男
に
生
ま
れ
た
。
大
阪
に
出
て

遊
学
、
苦
学
し
て
明
治
十
九
年
（
１
８
８
６
）、
十
九
歳
で
歯
科
医
師
試
験
に
合
格
し
た
。
現
存
し
て

い
る
歯
科
医
師
免
許
の
歯
科
医
籍
番
号
３
５
号
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
国
で
三
十
五
人
目
の
歯
科
医

師
で
あ
る
。

　
彼
は
後
に
、
東
京
歯
科
大
学
の
前
身
で
あ
る
高
山
歯
科
医
学
院
を
卒
業
し
て
い
る
。

　
猶
太
郎
氏
は
明
治
十
九
年
、
名
古
屋
の
伊
勢
町
で
歯
科
医
院
を
開
業
、
多
く
の
門
下
生
を
出
し
て

い
る
。

澤園兵衛覚書
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○
　
澤
家
十
二
代
の
重し
げ
た
か孝
氏
は
、
明
治
二
十
六
年
（
１
８
９
３
）
三
月
、
猶
太
郎
氏
の
長
男
と
し
て

名
古
屋
伊
勢
町
で
生
ま
れ
た
。
大
正
六
年
東
京
歯
科
医
専
を
卒
業
後
、
歯
科
医
師
国
家
試
験
に
合
格
、

名
古
屋
で
歯
科
医
院
を
開
業
。
父
猶
太
郎
氏
と
共
に
多
く
の
門
下
生
を
出
し
て
い
る
。

　
重
孝
氏
は
昭
和
二
十
年
三
月
、
名
古
屋
大
空
襲
の
と
き
、
町
内
警
防
団
長
と
し
て
自
宅
が
燃
え
て

い
る
の
に
、
近
所
の
火
災
現
場
で
消
火
指
揮
を
執
っ
て
い
た
責
任
感
の
強
い
人
で
あ
っ
た
。
奥
さ
ん

が
自
宅
か
ら
澤
家
の
守
護
神
「
菅
原
道
真
公
の
掛
軸
」
一
幅
を
持
出
す
の
が
や
っ
と
だ
っ
た
と
い
う
。

　
重
孝
氏
は
毎
年
、
道
真
公
の
命
日
に
当
る
旧
暦
二
月
二
十
五
日
に
は
、
歯
科
診
療
費
は
一
切
受
け

取
ら
な
か
っ
た
。「
先
祖
（
澤
代
官
）
が
多
く
の
人
を
助
け
た
の
で
、
私
た
ち
子
孫
も
救
わ
れ
て
い
る
。

先
祖
の
徳
を
喰
う
な
、先
祖
の
徳
を
減へ

ら
す
な
、他ひ

と人
に
施
ほ
ど
こ
せ
」
こ
の
言
葉
が
口
ぐ
せ
だ
っ
た
と
い
う
。

○
　
澤
家
十
三
代
の
國く
に
お生
氏
は
、
父
重
孝
氏
と
数
枝
夫
人
の
長
男
と
し
て
昭
和
九
年
（
１
９
３
４
）

七
月
に
生
ま
れ
た
。
昭
和
二
十
八
年
（
１
９
５
３
）
三
月
瑞
陵
高
校
卒
業
後
、
同
年
四
月
東
京
歯
科

大
学
に
入
学
、
昭
和
三
十
四
年
（
１
９
５
９
）
同
大
学
卒
業
。
歯
科
医
師
国
家
試
験
合
格
、
丸
栄
歯

科
に
勤
務
。
そ
の
後
父
の
歯
科
医
院
を
手
伝
い
、
昭
和
四
十
九
年
（
１
９
７
４
）
か
ら
名
古
屋
市
中

区
で
「
澤
歯
科
」
を
開
業
、現
在
に
至
っ
て
い
る
。
日
本
大
学
か
ら
歯
学
博
士
号
を
授
与
さ
れ
て
い
る
。

　
國
生
氏
と
美
月
夫
人
と
の
間
に
、
長
男
政
樹
氏
（
歯
科
医
師
）、
長
女
知
里
さ
ん
（
歯
科
医
師
）、

長
女
の
ご
主
人
柴
田
敬
介
氏
（
歯
科
医
師
）、
次
女
味
步
さ
ん
（
眼
科
医
師
）
の
医
師
一
家
で
あ
る
。

　
美
月
夫
人
の
祖
父
大お
お
い
わ岩
勇い
さ
お夫
氏
は
、
第
十
二
代
名
古
屋
市
長
で
あ
る
。
昭
和
二
年
か
ら
同
十
三
年

ま
で
の
在
任
中
、
名
古
屋
市
公
会
堂
の
完
工
、
中
川
運
河
工
業
地
帯
の
造
成
、
東
山
公
園
と
動
植
物

園
の
開
設
、
名
古
屋
市
民
病
院
の
竣
工
な
ど
大
名
古
屋
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
る
。

澤園兵衛覚書
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○
　
澤
家
十
四
代
政ま
さ
き樹
氏
は
、
父
國
生
氏
と
美
月
夫
人
の
長
男
と
し
て
昭
和
四
十
年
（
１
９
６
５
）

一
月
に
生
ま
れ
た
。

　
愛
知
教
育
大
学
付
属
高
校
か
ら
、
昭
和
五
十
七
年
（
１
９
８
２
）
東
京
歯
科
大
学
に
入
学
、
平
成

元
年
同
大
学
卒
業
、
歯
科
医
師
国
家
試
験
に
合
格
。
父
國
生
氏
の
開
業
す
る
「
澤
歯
科
」（
中
区
丸
の

内
）
で
父
と
共
に
勤
務
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
地
元
愛
知
学
院
大
学
か
ら
歯
学
博
士
号
を
授
与

さ
れ
て
い
る
。
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